
乳質･乳量･経営向上のため検査・技術を活用しましょう
◆生乳の乳脂肪におけるデノボ脂肪酸の割合で健康管理！
◆分娩前乳房炎検査による治療―乳汁性状の確認とPLテスト―

◆家畜熱ストレス予報の活用

6月は「牛乳月間」！
草花が生き生きとし、生命力あふれるこの季節、牛乳、命、自然、働く人々に感謝する月です。

そこで、牛のために、健康チェックや乳房炎予防対策に取り組んでみませんか。

◆生乳の乳脂肪におけるデノボ脂肪酸の割合で健康管理！

《乳脂肪の生成》

生乳検査において、従来、乳脂肪の
量は脂肪酸の組成にかかわらず、「乳
脂肪（％）」と扱ってきましたが、近
年、デノボ脂肪酸（粗飼料由来で乳腺
細胞で合成）と、プレフォーム脂肪酸
（体脂肪や濃厚飼料由来）を区別して
測定し、その割合を、飼養管理の中心
的な指標として活用するようになって
きています。

★バルク乳では、経時的に測定、グラフで変動を確認。デノボ脂肪酸28％、プレ
フォーム脂肪酸38％のラインから外れていないかチェックし、年間の変動が少
なくなる管理でルーメンの恒常性維持を目指します。

例）分娩１か月以内でプレフォーム脂肪酸割合が高い牛
→過肥によりルーメンの動きが鈍く、乾物摂取量不足で体脂肪を動員
→泌乳末期から乾乳期の管理見直しが必要！

デノボ脂肪酸の低い牛は
群全体なのか、乳期や暦月で偏るのか？

パターンによって飼養管理の対策を考えます。
※データの活用等は家畜保健衛生所にご相談下さい。

【脂肪酸組成の検査が可能な生乳検査所】家畜保健衛生所にお問い合わせ下さい。

ステップアップ畜産号外（6月発行）
ｰR3年度乳質向上対策ｰ

※北海道酪農検定協会が全国に先駆けてR3年4月から分析サービスを開始しました。



温湿度指数（Temperature Humidity Index）を用いた正確な評価に
よるストレス予報を活用し、いち早く暑熱を察知して適切な対策を講
じ、夏の暑熱ストレスの影響を少なくしましょう！

★暑熱ストレスの影響：気温１℃上昇で0.85㎏の乾物摂取量が低下し、
その結果、乳質･乳量、繁殖成績等の生産性が低下します。

西部家畜保健衛生所 TEL 027ｰ362ｰ2261
詳細な情報、農場の生乳検査成績等についてはお問合せください。
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